
 令和 ４年 ７ 月 1 5 日 （ 金） 発 行 
第 ５ 号 

兵 庫 県 立 龍 野 北 高 等 学 校 
T e l  
F a x  

0 7 9 1 - 7 5 - 2 9 0 0 
0 7 9 1 - 7 5 - 2 2 9 6 

～地域との共生を図り、明るく活力のある学校～ 第５号 県立龍野北高等学校 広報情報部 広報委員会 令和４年７月15日発行

龍
野
北
高
校
新
聞

～
地
域
と
の
共
生
を
図
り
、
明
る
く
活
力
の
あ
る
学
校
～

ま
ち
を
支
え
る
人
づ
く
り

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
へ
の
道

定
時
制
課
程

６
月
３
日
（
金
）
、
山
崎
断

層
に
よ
る
巨
大
地
震
を
想
定
し

た
、
地
域
拠
点
型
合
同
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
た
。
龍
野
北
高
校

で
学
ん
だ
専
門
知
識
を
生
か
し

、
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
、

認
識
で
き
た
と
思
う
。
今
回
の

防
災
訓
練
は
、
防
衛
省
自
衛
隊

、
国
土
交
通
省
、
西
は
り
ま
消

防
組
合
の
方
を
は
じ
め
と
す
る

団
体
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

災
害
時
の
対
処
や
使
用
機
器
に

つ
い
て
学
ん
だ
。
ま
た
参
加
者

は
、
小
学
生
を
含
む
約
１
，
１

０
０
人
が
参
加
し
た
。

地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
放

送
の
直
後
、
生
徒
は
グ
ラ
ン
ド

へ
避
難
し
た
。
全
員
の
点
呼
が

終
了
後
、
実
際
の
救
助
要
請
の

訓
練
を
行
っ
た
。
救
助
要
請
後

、
は
し
ご
車
が
中
庭
へ
入
っ
て

い
き
、
音
楽
室
か
ら
の
救
助
を

試
み
た
。
救
出
さ
れ
る
２
名
の

生
徒
は
緊
迫
し
た
面
持
ち
で
、

現
在
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
を
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
等
で
表
現

し
た
。
そ
の
様
子
を
全
校
生
徒

や
小
学
生
が
見
守
り
、
無
事
、

２
名
を
救
出
す
る
こ
と
が
で
き

た
。は

し
ご
車
の
訓
練
後
、
開
会

式
が
行
わ
れ
、
前
半
と
後
半
に

分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

訓
練
を
行
っ
た
。
倒
壊
家
屋
の

人
命
救
助
訓
練
で
は
、
３
年
４

組
の
生
徒
が
行
っ
た
。
指
導
を

し
て
い
た
だ
い
た
西
は
り
ま
消

防
組
合
の
方
は
、
「
救
出
活
動

中
は
、
要
救
助
者
に
声
掛
け
を

！
」
と
生
徒
に
呼
び
掛
け
た
。

要
救
助
者
は
、
自
分
が
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
の
か
不
安
で
あ
り

、
声
掛
け
を
し
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
っ
て
安
心
す
る
と
い
う
。

逸
早
く
要
救
助
者
を
助
け
よ
う

と
す
る
思
い
か
、
手
馴
れ
な
い

ジ
ャ
ッ
キ
や
バ
ー
ル
に
も
躊
躇

す
る
こ
と
な
く
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
し
て
、
要
救
助

者
を
安
全
な
と
こ
ろ
ま
で
避
難

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
ト
リ
ア
ー
ジ
・
応
急

処
置
の
訓
練
で
は
、
傷
メ
イ
ク

を
施
し
た
３
年
５
組
の
生
徒
が

負
傷
者
と
な
り
、
看
護
専
攻
科

の
生
徒
が
グ
ラ
ン
ド
で
ト
リ
ア

ー
ジ
と
応
急
処
置
を
行
っ
た
。

ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
重
傷
度
や

緊
急
度
に
応
じ
て
《
傷
病
者
を

振
り
分
け
る
》
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
重
傷
者
は
体
育
館
へ
搬

送
し
、
３
年
６
組
の
生
徒
が
応

急
処
置
を
行
っ
た
。
本
校
の
特

色
で
も
あ
る
、
デ
ザ
イ
ン
科
と

看
護
科
、
看
護
専
攻
科
が
協
力

し
た
訓
練
と
な
っ
た
。

今
回
の
経
験
は
、
《
も
し
も

》
の
時
の
知
恵
と
な
り
、
積
極

的
な
行
動
を
起
こ
す
１
つ
の
手

助
け
と
な
っ
た
。

全

日

制

課

程

５
月
23

日
（
月
）
本
校
ア
セ

ン
ブ
リ
ホ
ー
ル
に
て
、
生
き

方
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
講

師
に
は
松
壽
山

不
徹
寺

庵
主

松
山

照
紀
様
を
お

招
き
し
た
。
「
人
は
ど
ん
な

時
に
怒
り
を
覚
え
る
の
か
、

そ
れ
は
自
分
の
思
い
通
り
に

い
か
な
か
っ
た
と
き
に
現
れ

る
感
情
で
あ
る
」
と
い
う
話

に
は
全
員
が
納
得
し
た
。
生

き
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
、
生
き
る
こ

と
の
尊
さ
を
理
解
し
、
将
来

の
自
己
の
あ
り
方
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
う
。

１
日
（
月
）
第
１
回
オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

１
日
目

２
日
（
火
）
第
１
回
オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

２
日
目

12
日
（
金
）
学
校
閉
庁
日

15
日
（
月
）
学
校
閉
庁
日

20
日
（
土
）
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
（
測
量
部
門
）

22
日
（
月
）
後
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
２
年
就
職
希
望
者
）

26
日
（
金
）
ま
で

夏
季
補
習
（
後
期
）

26
日
（
金
）
ま
で

建
設
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

24
日
（
水
）
ま
で

※
変
更
等
は
Ｈ
Ｐ
・
は
な
ま
る
連
絡
帳
等
で
随
時
連
絡
し
ま
す
。

８
月
の
行
事
予
定

５

月

30

日
（

月

）

～

６

月

３
日
（

金
）

の
５
日

間
、

２

学

年

生

徒

対

象

に

就

業

体

験

活

動

が

行

わ

れ

た

。

地

元

の

企

業

様

に

ご

協

力

い

た

だ

い

た

。

生

徒

た

ち

は

普

段

か

ら

ア

ル

バ

イ

ト

を

し

て

い

る

者

が

多

く

、

働

く

こ

と

に

慣

れ

て

い

る

が

、

就

業

体

験

な

ら

で

は

の

製

造

業

や

整

備

士

、

保

育

士

と

い

っ

た

幅

広

い

職

種

の

中

か

ら

選

び

、

体

験

す

る

と

い

う

こ

と

は

将

来

の

進

路

決

定

に

大

き

な

影

響

を
与
え

た
に

違
い
な

い
。

誰

か

が

働

く

か

ら

今

の

生

活

が

あ

る

。

働

く

意

味

を

考

え

る

、

そ

の

よ

う

な

機

会
に
な
っ
た
と
思
う
。

環
境
建
設
工
学
科
３
年
生
を
対
象
と

し
た
現
場
見
学
会
が
実
施
さ
れ
た
。
３

年
生
は
年
に
１
回
、
現
場
見
学
に
行
っ

て
い
る
。
今
回
は
、
午
前
中
に
「
土
木
」

の
現
場
と
し
て
太
子
町
内
に
新
た
に
作

ら
れ
る
道
路
の
見
学
と
、
た
つ
の
市
で

完
成
し
た
令
和
跨
線
橋
（
Ｊ
Ｒ
に
架
か

る
陸
橋
）
を
見
学
し
た
。
ま
た
、
午
後

か
ら
は
「
建
築
」
の
現
場
と
し
て
、
姫

路
市
に
あ
る
市
営
住
宅
建
替
え
工
事
を

見
学
し
た
。

土
木
の
現
場
で
は
、
Ｊ
Ｒ
網
干
駅
の

近
く
に
幹
線
道
路
を
分
断
す
る
、
通
称

《
開
か
ず
の
踏
切
》
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
平
日
は
車
の
大
渋
滞
が
発
生
し
て

い
る
。
今
回
の
道
路
は
そ
の
渋
滞
を
緩

和
す
る
た
め
に
新
し
い
道
路
を
作
っ
て

い
る
の
だ
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
生
徒

た
ち
は
、
「
土
木
工
事
」
は
人
々
の
暮

ら
し
を
便
利
に
し
、
社
会
貢
献
に
も
大

き
く
関
わ
る
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
た
。
ま
た
、
建
築
の
現
場
で
は
実
際

に
工
事
を
行
っ
て
い
る
建
物
内
も
見
学

し
、
完
成
後
は
壁
や
床
な
ど
で
隠
れ
て

し
ま
う
部
分
も
見
学
す
る
機
会
が
あ
っ

た
。
生
徒
達
は
と
て
も
興
味
深
く
見
学

し
て
い
た
。

土
木
・
建
築
の
授
業
に
は
「
施
工
」

と
い
う
工
事
現
場
で
の
流
れ
や
仕
組
み

を
学
習
す
る
科
目
が
あ
る
。
普
段
工
事

現
場
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
徒
達

に
と
っ
て
は
、
理
解
し
に
く
い
科
目
の

１
つ
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回

の
現
場
経
験
を
通
じ
て
、
教
科
書
だ
け

で
は
分
か
り
に
く
い
部
分
も
実
際
に
目

で
見
て
、
確
認
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に

理
解
が
深
ま
り
、
「
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
か
！
」
と
い
う
、
色
々
な
「
気
づ

き
」
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。


